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基本となるもので事例を評価·検討
（ 一 部抜粋）

人間観

変革し発達する存在

疾病観

生活と労他の視点

医疫観

患者・住民、医疫従李者と

の協働の営み

畷恵者の見方 ・ 捏ス方 評価内容・今後の諜題
（認諏の評価）

愚者観 ：
A氏と家族の気杵ちを尊璽した関わりがでさていたc 救念悦透だけでなくレスパイト入院など． 必要な

いのちの平等と個人の尊厳
町贅を受ける権利が保環されており．A氏の忌いをくみ取って多識梗へ共有することで 、 適切な名轍
共有と宕思決定支浅1ごつながった、結果として、 瑛患1ごとりわれず必央な医祭を受けられる体胡が
整っていた、

当初 、 A氏19気菅切閉1こ否定的で涙を見せる場面もあったが｀ 家店や医療者との閃わりを通して不
安を表出し、 必要な情報を求めるなど主体的な行社が見られた3 家店や面i9師、 セラビストからの慟
きかけと｀ A氏自身の偽会かItが相互に影響し合い 、 烹思決定を支える団係が形成されていた，

恐者と病気の蘭係を理匁するには、 これまでの人生や生活史を知ることが重天であり、 そこから楽し
みや希望を把振することで思いに寄り添ったケアが町能となるぶ氏の療蚕や生活環境は、家朕や支
ほ体割の臣わりによって大さく変化することをl且解した，在宅生活を続けるためには、 思名だけでなく
家族の状況も考慮し． 共9こ支える体制をつくることが罫罷であり、 発症後もあさらめず支える存在の
璽安性を実惑した，

A氏のこだわりや訴えへの対応に沖間を石し｀限られた時間の中で十分な対店ができず、コミュニ
ヶーション手99の封阻も相まって宕拷師191に焦りが生じていた，心とりあるケアのために1よ、雫諄師
体割の，，化が必豆であると感じた，
複数回のカンファレンスや病状説明を涵じて患老・家族・区慄老の意恩統ーを図り、 専門樅閃への橘
渡しやサー ピス祗整を行うことで、 今後の在宅生活を支える基盤を登えることがでさtこ e

．｀溢·�社会の見方 ・ とらえ方 し‘(J)ち
• 在宅生活を支える中で患者のニーズに応じた支援を継続してい

たが、ケアに時間を要し、限られた体制では医療者の負担が大
きい状況があった。患者の希望を最優先に看護を提供する一 方
で、スタッフには葛藤や疲弊も生じていたと推察される。ALS患者
への対応経験が少ない中でも、患者に向き合っていたからこそ
の思いであった。

どのような場面でも患者を受け入れる体制を整えたことはA氏の
命を守ることにつながった。医療機関や地域との連携を密にし、
在宅生活を支える仕組みを整える必要性を感じた。互いを尊重
し、尊厳を守りながら共に問題解決に取り組むことの重要性を再
認識した。
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民医連のめざす看護とその基本となるもの

患者の見方 ・ とらえ方 A 『月潅見

•カルテやサマリから生活歴が十分に読み取れず、当初はケアに時間を要し
て患者の思いに耳を傾ける余裕がなかったことが推察された。患者の人生や
病前の生活背景を知ることの重要性を改めて認識した。

• ALSにより自分でできることが減っても、患者の思いをくみ取る努力を続け、
多職種で多様な視点から検討することで新たな提案が生まれ、あきらめない
ケアが安定につながった。入院中も在宅でも、患者 ・ 家族の思いに寄り添っ
た意思決定支援を行うことで、患者が望む生活を実現できていた。
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けの影響を受けて変わることができる」ととらえることができた

ベ•L-社会の見方 ・ とらえ方 慧景 5去
�3条「個人の尊重·幸福追求権·公共の福柾］
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個人として尊重され、その人らしく生きるうえでも多くの多様な医療·介護従
事者が関わっている
ケアに時間がかかっても患者のニーズに沿うケアを提供している
ALSの有無にとらわれず、適切な医療 ・介護の支援を受けている
在宅生活を継続出来るよう様々な支援が提供されている

盆条［生
―

存＿権J
•病状が進行していく中でも、その都度、患者の訴えや家族の希望を聞き、何

が最善かを考え、様々な制度を利用することで住み慣れた自宅での生活を
継続出来ている

·•·�一社会の見方 ・ とらえ方 綱領

『人権を尊重し、共同のいとなみとしての医療と介護・
福祉をすすめ、人びとのいのちと健康を守ります』

『地域·職域の人びとと共に、医療機関、福祉施設など
との連携を強め、安心して住み続けられるまちづくりを
すすめます』

［：認9ご覧ごこ霜：］冒言工言：］

一民医連看護の紅堡71< ·多E月夏
• ALSを抱える患者が今後の人生を歩むためには、一 つの医療機

関だけでなく、多様な機関が連携し、患者のニーズを尊重した在
宅生活支援を継紐していく必要がある。

• 疾患や経済状況に関わらず、他職種·行政と協力し、その人らし
い生活を支えることは、民医連のめざす看護 ・ 介護の実践そのも
のである。

• 日々の業務にとどまらず、地域や社会に目を向け、 「なんのため
に、誰のために」を問い続ける姿勢が求められる。

• ALSをはじめとする難病患者の生活支援制度や社会保障の拡
充、健康に生きる権利の実現をめざし、医療 ・ 介護を通じてすべ
ての患者が安心して療養できる社会をつくるために、事例からの
学びを生かし、民医連のめざす看護を発信していく。
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おわりに

A氏の事例を分析する中で、当初は見えなかった課題や背景が浮かび上がっ
た。急速に進行する病状の中で、看護師はA氏と家族に最良のケアを提供しようと
努めていたが、生活史を十分に聞く時間が確保できなかったと推察される。A氏の
意向を尊重し、寄り添っていたからこそ生じた困難であり、患者の生活背景や人生
を知ることの重要性を改めて認識したc

ALSの病態を学ぶ中で、A氏の急激な変化は発症から約2年の筋力低下期と一

致しており、疾患が生活や意思決定に及ぼす影響を理解する必要性を学んだ。

民医連のめざす看護として、患者の願いを尊重し、多職種と連携しながら在宅生
活を支える姿勢の重要性を学んだ。在宅生活を継続するためには、人院中の医療
者だけでなく行政、地域資源との連携が不可欠であり、病気になってもできることを
共に探し、患者を支え続ける姿勢が重要であると再確認した。
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日常の看護実践に自信と誇りをもって、
後輩たちに伝えていきましょう。

生きる＆活きるを支える
命に寄り添う

の実践者を育てていこう！！看

クレット事倒検討会で皆が作った新たなフレーズが！！
民みんなで
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